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現代の抽象絵画が発足した 1976年より現在に至るまでの約 30年の変遷をみた結果、大きく 1989年を境
として前後の二つの時期に分けられることを示した。 1989年までは、 1976年---85年の上海抽象絵画の潮流
がみられ、全国的な f85新潮j美術運動を中心とする 1980年代の抽象絵画の動きがあったことを述べた0
1990年以降は、現代美術をめぐる背景が転換され、次第に中国的記号性を求める表現様式が形成されつつ
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あることを示し、このような背景から中居の抽象絵画は西洋抽象絵画の模倣から独自の表現スタイルの探求
へと移行していき、伝統的水墨画の再認識に伴う表現の変貌がみられることを指摘した。
この伝統的水墨画の歴史的経緯を遡り、その思想と表現手法を改めて整理し、抽象的表現の顕在を確認し
た。非再現的な絵画表現として「禅画jおよび明代に展開された「大写意jの水墨画と構成的山水画の表現
の筆塁、形態、構成において抽象表現が観察されることを示した。
20世紀以降に西洋抽象絵酒の影響を受けた中留の作家らは、伝統的絵画におけるこのような抽象的表現
を再認識するとともに、それらの表現に共感し自らの制作に活用しようとし始めたが、この結果、伝統的表
現を借用し類似する作品がみられる一方で、伝統的表現および思想を意識しつつも、表現形式の抽出および
再構築によって新たに構成された作品もみられることを指摘した。後者の作品は伝統との決別を訴えるとと
もに、西洋抽象絵画の表現とも異なり、現代が解釈する「伝統的背景Jの再構築と、それに伴う「現代性J
を形成していることを明らかにした。
(考察)
中国における現代の抽象絵画は、主に抽象表現主義を踏襲するものと、伝統的水墨表現から逸しないもの
とからなっていたが、 1990年後半から独自の表現スタイルを持つものが現れた。伝統的絵画からの考察と
作例の考察により、後者の作家らは「伝統的背景」と「現代性Jを模索しながら制作していることを示した
が、これらの作品における「伝統的背景Jは実は作家らによる再構成された「伝統Jであることを指摘し、
このため現代の抽象絵画を「伝統的美術への問題意識JI統一と調和を求める画面JI絵画を通しての体験の
表出Jと特徴付けた。
審査の結果の要旨
中国の現代絵画における抽象絵画の位置づけを適切に行っている。約30年にわたる抽象絵画の変遷を詳
細に読み取り、 1989年を境にした前半期と後半期の抽象絵画の特徴を明確に示したむ特に後半期において
の絵画の特徴を「伝統的美術への問題意識JI統一と調和を求める画面JI絵画を通しての体験の表出Jにま
とめた点は新たな試みである。この中でも「伝統的背景Jの再構築における「伝統」は作家らの解釈である
ことを、作品を丹念に調査し、作家らへのインタビューを行って明らかにした功績は大き "¥0 これは、特徴
を明らかにするために縦軸として「大写意」をはじめとした中国美術の歴史的変還を構成学的に見直し、さ
らに横軸として西洋や日本の抽象絵画との思想的、表現的考察を丹念に行ったゆえに導き出された結論であ
り、今後の発展が期待できる。
平成24年 1月20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出痛のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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